
凡

例

一
、
本
巻
は
沖
縄
県
史
料
前
近
代
7
（
首
里
王
府
仕
置
3
)
で
あ
る
。

一
、
本
巻
は
喜
舎
場
一
隆
氏
、
仲
原
善
秀
氏
、
崎
浜
秀
明
氏
、
石

垣
米
子
氏
、
成
城
大
学
民
俗
学
研
究
所
、
琉
球
大
学
附
属
図
書

館
、
沖
縄
県
立
芸
大
附
属
図
書
・
芸
術
資
料
館
、
青
森
県
立

図
書
館
、
京
都
大
学
文
学
部
博
物
館
、
崎
浜
秀
明
氏
等
が
所
蔵

す
る
史
料
か
ら
、
近
世
琉
球
に
お
け
る
首
里
王
府
の
諸
施
策
を

示
す
甚
本
法
令
類
を
収
録
し
た
。
各
史
料
の
所
蔵
者
は
、
解
題

末
尾
に
付
し
て
あ
る
。

一
、
筆
耕
は
、
各
機
関
•
各
氏
所
蔵
の
原
史
料
も
し
く
は
写
真
複

製
本
を
用
い
て
お
こ
な
っ
た
。

一
、
収
録
に
さ
い
し
て
は
で
善
る
だ
け
原
史
料
の
体
裁
を
と
ど
め

る
よ
う
努
力
し
た
が
、
編
集
の
都
合
上
以
下
の
変
更
を
加
え
た
。

旧
漢
字
は
原
則
と
し
て
新
漢
字
に
改
め
た
。

2
 

「里」

「
筑
」
の
略
字
は
、

そ
れ
ぞ
れ
「
里
之
子
」

「筑

登
之
」
と
表
記
し
た
。

3
 
変
体
仮
名
「
え
」

「
は
」

「
5
」
「
茂
」
は

「
あ
」

「
て
」

そ
の
ま
ま
生
か
し
、
他
は
原
則
と
し
て
平
仮
名
に
直
し
た
。

例
連
↓
れ
、
留
↓
る
、
志
↓
し
、
楚
↓
そ
、
な
ど
。

4

朱
書
の
箇
所
は
「

」
で
く
く
り
、
区
別
し
た
。

5

明
か
な
誤
字
に
つ
い
て
は
訂
正
し
た
り
、

（
マ
マ
）
と
傍

記
し
た
。
ま
た
、
脱
字
も
し
く
は
脱
字
と
思
わ
れ
る
と
こ

ろ
は
他
写
本
等
に
よ
り
、

" 
]
で
補
充
し
た
。

6
 
判
読
で
き
な
か
っ
た
文
字
は
口
ゃ

D
Dな
ど
で
示
し
、
虫

（欠）

損
な
ど
の
理
由
で
判
読
不
可
能
な
も
の
は
、

D
（
一
字
）

（欠）

も
し
く
は
口
□
（
字
数
不
明
）
と
表
記
し
た
。
他
写
本
に

よ
っ
て
、
判
定
も
し
く
は
推
定
可
能
な
も
の
は
、

（欠）

の
字
に
換
え
て
（

）
も
し
く
は
(

カ
）
で
示
し
た
。

7
 
9

メ
」

「
起
」
は
「
起
」

「
し
て
」
は
「
し
て
」
、

「ル」

」
に
統
一
し
た
。

8

標
題
は
、
表
紙
の
あ
る
史
料
は
そ
の
旨
図
示
し
た
が
、
他

史
料
と
の
区
別
等
の
理
由
で
、
編
集
者
が
別
に
名
を
付
し

た
も
の
も
あ
る
。

9

そ
の
他
内
容
を
損
な
わ
な
い
範
囲
て
、
紙
面
の
体
裁
等
編

集
の
都
合
上
変
更
を
加
え
て
あ
る
。

一
、
収
録
に
御
協
力
を
い
た
だ
い
た
各
位
に
謝
應
を
中
し
あ
げ
た

、。し

七



解

題

本
巻
は
、

｛
九
八
几
年
二
月
に
『
沖
縄
県
史
料
』
前
近
代
6
と
し
て
発
刊
し
た
「
首
甲
王
府
仕
置
2
」
の
続
巻
に
あ
た
る
。
本
巻
で
、

首
里
王
府
仕
置
の
基
本
的
な
史
料
は

一
応
刊
行
し
た
こ
と
に
な
る
。

一
九
八
一
年
―
―
一
月
に
刊
行
し
た
「
首
里
王
府
仕
闘
1
」
で
は
、

「
羽
地
仕
闘
」

「
（
田
舎
）
法
式
」

「
御
教
条
」

「
平
時
家
内
物
語
」

「
与
世
山
親
方
宮
古
島
規
模
帳
」
等
十
一

編
を
収
め
、

「
首
里
王

府
仕
骰
2
」
で
は
、

「
品
定
」

「
位
階
定
」

「
服
制
」

「
御
心
喪
定
制
」

「
衣
服
定
」

「
婚
礼
祭
礼
之
時
定
」

「
農
務
帳
」

「
田
地
奉
行

規
模
帳
」

「
山
奉
行
所
規
模
帳
」

「
久
米
具
志
川
間
切
規
模
帳
」

「
典
世
山
親
方
八
屯
山
島
規
模
帳
」

「
典
世
山
親
方
八
重
山
島
農
務

帳
」
等
、
二
十
九
編
の
基
本
令
達
類
と
関
連
史
料
、
農
政
・
村
政
関
係
の
令
達
類
を
収
録
し
た
。

今
回
は
、

「
前
近
代
6
」
で
予
告
し
て
あ
っ
た
「
公
事
板
」

「
例
帳
」
四
十
二
編
を
収
録
す
る
こ
と
が
て
き
た
。
史
料
の
配
列
は
、

ま

ず
、
王
府
諸
座
関
係
の
公
罪
帳
を
前
に
お
き
、
そ
の
後
に
諸
間
切
、
諸
島
の
公
事
帳
を
、
八
屯
山
、
宮
古
、
久
米
島
等
の
順
で
な
ら
べ
、

例
帳
を
そ
の
後
に
、
公
併
帳
と
同
じ
順
序
で
な
ら
べ
て
、
全
体
を
ま
と
め
た
。

さ
て
、

「
公
作
帳
」
と
は
、

「
く
じ
ち
ょ
う
」
と
読
み
、
他
に
「
く
う
じ
ち
ょ
う
」

「
こ
う
じ
ち
ょ
う
」
と
読
む
こ
と
も
あ
る
。
近
世

期
に
、
首
里
玉
府
が
、
各
行
政
機
関
の
職
掌
に
応
じ
て
、
公
務
案
件
の
遂
行
、
執
務
上
の
規
定
と
し
て
、
布
達
し
た
文
書
で
あ
る
。
内
容

は
、
各
役
所
の
役
人
の
心
が
ま
え
が
、
よ
り
具
体
的
に
記
述
さ
れ
て
い
る
。

「
例
帳
」
は
、
首
里
王
府
を
は
じ
め
、
各
間
切
蔵
元
等
に
完
備
さ
れ
た
、

一
方
、

例
規
集
の
こ
と
で
あ
る
。

「
公
市
帳
」
が
、
法
令
規

則
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
の
に
対
し
て
、

「
例
帳
」
は
、

「
公
事
帳
」
を
受
け
て
、
よ
り
具
体
的
に
、
数
量
的
な
例
規
を
集
録
し
た
も

の
で
あ
る
。
両
者
は
、

一
対
を
な
す
も
の
で
、
首
里
王
府
時
代
の
各
種
業
務
の
実
際
、
干
府
の
施
策
の
具
休
的
状
況
を
知
る
ヒ
で
、
重
要

か
つ
貴
重
な
史
料
で
あ
る
と
と
も
に
、

そ
の
時
期
の
社
会
的
市
情
を
考
え
る
上
で
も
大
切
な
史
料
と
い
え
よ
う
。

九



1
0
 

紙
数
の
都
合
で
、
収
録
す
る
こ
と
の
で
含
な
か
っ
た
史
料
も
あ
る
が
、
そ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
今
後
、
検
討
し
て
い
含
た
い
。
こ
の
一

冊
が
、
公
打
帳
•
例
帳
の
研
究
を
う
な
が
し
、
多
く
の
成
果
が
あ
が
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

終
り
に
、
本
巻
を
刊
行
す
る
に
あ
た
り
、
貴
重
な
史
料
の
掲
載
を
快
諾
下
さ
っ
た
、
喜
舎
場
家
所
蔵
八
重
山
関
係
公
庫
帳
•
例
帳
を
管

理
し
て
お
ら
れ
る
、
琉
球
大
学
法
文
学
部
教
授
の
喜
舎
場
一
胚
氏
、
久
米
島
仲
里
間
切
関
係
の
公
巾
帳
を
保
管
し
て
こ
ら
れ
た
仲
原
善
秀

氏
、
八
重

9
石
垣
家
所
蔵
の
公
拝
帳
を
管
理
し
て
お
ら
れ
る
石
垣
米
子
氏
、
比
嘉
春
潮
氏
旧
蔵
の
稿
本
所
蔵
の
崎
浜
秀
明
氏
、

E
府
や
宮

古
島
関
係
の
公
れ
帳
•
例
帳
を
所
蔵
す
る
成
城
大
学
民
俗
学
研
究
所
、
久
米
島
具
志
川
間
切
の
公
軒
帳
•
例
帳
等
を
所
蔵
す
る
琉
球
大
学

附
属
図
渇
館
、
鎌
倉
芳
太
郎
ノ
ー
ト
を
所
蔵
す
る
沖
縄
県
立
芸
術
大
学
附
属
図
書
・
芸
術
資
料
館
、
笹
森
儀
助
文
庫
を
持
つ
青
森
県
立
図

書
館
、
．
ほ
う
大
な
「
琉
球
資
料
」
を
所
蔵
す
る
京
都
大
学
文
学
部
博
物
館
に
お
礼
を
申
し
あ
げ
る
。
四
十
二
編
の
公
れ
帳
•
例
帳
が
一
冊

に
ま
と
ま
っ
た
の
ぱ
、
本
巻
が
は
じ
め
て
で
あ
ろ
う
。
ご
快
諾
下
さ
っ
た
方
々
や
関
係
機
関
の
ご
協
力
の
賜
で
あ
る
。
深
謝
す
。

本
巻
収
録
の
諸
史
料
の
底
本
と
、
参
ぢ
史
料
を
紹
介
し
て
お
く
。

1
泊
横
目
公
併
帳

成
城
大
学
民
俗
学
研
究
所
所
蔵
本
を
底
本
に
し
た
。
同
研
究
所
の
『
民
俗
学
研
究
所
紀
要
』
第
三
集
（
昭
5
3
.
1
2
)

に
、
平
山
敏
治
郎
氏
が
「
那
覇
横
目
条
日
那
覇
横
目
規
模
帳
泊
横
目
公
れ
帳
（
資
料
）
」
と
し
て
紹
介
し
て
い
る
。

2
山
奉
行
所
公
惰
帳
本
史
料
は
『
林
政
八
因

農
務
帳
』

{
9

稿
本
°
比
嘉
春
潮
旧
蔵
・
崎
浜
秀
明
氏
蔵
）
を
底
本
に
し
、
崎
浜
秀
明
氏
が
他

の
史
料
等
と
校
合
し
、

『
禁
温
全
集
』

（昭
5
6
.
2
、
本
邦
書
籍
）

と
し
て
発
行
し
た
「
林
政
八
書
」
の
項
や
、

『
琉
球
藩
林
制
書
』

（
明
3
9
.
3
°
農
商
務
省
山
林
局
）
、

『
林
政
八
甚
』

（昭
1
2
.
6
。
立
津
春
方
。
東
京
図
書
株
式
会
社
°
昭
5
1
.
7
。
財
団
法
人
七
井
林
学
振
典

会
復
刻
）
、

『
琉
球
藩
林
制
書
』

（
昭
5
7
.
2
。
林
政
賢
料
第
四

0
号
、
琉
球
林
業
協
会
）
を
参
照
し
た
。

3
典
世
山
親
方
八
重
山
島
小
与
座
公
背
帳

喜
舎
場
家
所
蔵
本
を
底
本
に
し
た
。

4
翁
長
親
方
八
屯
山
島
船
手
座
公
打
帳

喜
舎
場
家
所
蔵
本
を
底
本
に
し
た
。

5
翁
長
親
方
八
屯
山
上
国
役
人
公
ト
帳

琉
大
附
属
図
内
館
宮
良
文
庫
所
蔵
本
を
底
本
に
し
、
喜
舎
場
家
所
蔵
本
を
参
衿
補
収
し
た
。



6
典
世
山
親
方
上
国
公
ボ
根

喜
舎
場
家
所
蔵
本
を
底
本
に
し
た
。

7
冨
川
親
方
八
重
山
島
御
用
布
座
公
事
板

喜
舎
場
家
所
蔵
本
を
底
本
に
し
た
。

8
冨
川
親
方
八
重
山
島
勘
定
座
公
ポ
板

喜
舎
場
家
所
蔵
本
を
底
本
に
し
た
。

9
冨
川
親
方
八
屯
山
島
諸
村
公
ボ
低

10
冨
川
親
方
八
屯
山
島
船
手
座
公
打
帖

喜
舎
場
家
所
蔵
本
を
底
本
に
し
た
。

青
森
県
立
図
書
館
笹
森
文
庫
所
蔵
本
を
底
本
に
し
た
。

11
冨
川
親
方
八
重
山
島
蔵
元
公
惰
帳

喜
舎
場
家
所
蔵
本
を
底
本
に
し
て
、
青
森
県
立
図
書
館
笹
森
文
即
を
参
考
、
補
姐
し
た
。

12
進
貞
接
頁
船
唐
船
朝
鮮
船
異
国
船
日
本
他
領
之
船
源
府
破
船
口
之
時
在
番
役
ミ
公
市
帖

喜
舎
場
家
所
蔵
本
を
底
本
に
し
た
。

13
八
直
山
島
地
船
上
着
公
市
帳
喜
舎
場
家
所
蔵
本
を
底
本
に
し
た
。

14
八
重
山
島
科
人
公
ド
帳
喜
舎
場
家
所
蔵
本
を
底
本
に
し
た
。

15
八
屯
山
島
諸
村
所
役
公
れ
帳
石
垣
家
文
書
口
を
底
本
に
し
た
。

16
冨
川
視
方
宮
古
島
地
船
上
着
公
信
根
成
城
大
学
民
俗
学
研
究
所
所
蔵
本
「
宮
古
島
記
録
」
を
底
本
に
し
た
。

17
冨
川
視
方
宮
古
島
仕
上
世
座
公
柑
帳
成
城
大
学
民
俗
学
研
究
所
所
蔵
本
を
底
本
に
し
た
。

18
冨
川
視
方
宮
古
島
諸
村
公

tr帳
成
城
大
学
民
俗
学
研
究
所
所
蔵
本
を
底
本
に
し
た
。

19
宮
古
島
御
用
布
座
公
廿
，
帳

20
多
良
間
島
公
市
帳

沖
縄
県
立
芸
術
大
学
附
属
図
書
・
芸
術
資
料
館
所
蔵
の
『
鎌
倉
芳
太
郎
ノ
ー
ト
』
を
底
本
に
し
た
。

成
城
大
学
民
俗
学
研
究
所
所
蔵
本
を
底
本
に
し
た
。
こ
の
史
料
は
作
業
中
に
発
見
し
た
も
の
で
あ
る
。

21
宮
古
島
科
人
公
れ
帳

成
城
大
学
民
俗
学
研
究
所
所
蔵
本
を
底
本
に
し
た
。

22
宮
古
島
小
与
座
公

F
帳

23
宮
古
島
系
図
咆
公
柑
帳

24
久
米
具
志
川
間
切
公
柑
年
帳

成
城
大
学
民
俗
学
研
究
所
所
蔵
本
を
底
本
に
し
た
。

成
城
大
学
民
俗
学
研
究
所
所
蔵
本
を
底
本
に
し
た
。

琉
球
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
本
を
底
本
に
し
た
。



25
久
米
仲
里
間
切
公
渾
帳
（
猫
正
本
）
仲
原
善
秀
所
蔵
本
（
仲
里
村
教
育
委
員
会
寄
託
）
を
底
本
に
し
た
。

26
久
米
仲
里
間
切
公
盾
帳
（
道
光
本
）

仲
原
善
秀
所
蔵
本
（
仲
里
村
教
育
委
員
会
寄
託
）
を
底
本
に
し
た
。

27
久
米
仲
里
間
切
諸
村
公
情
帳
仲
原
善
秀
所
蔵
本
（
仲
里
村
教
育
委
員
会
寄
託
）
を
底
本
に
し
た
。

28
久
米
島
科
人
公
拝
帳

29
公
拝
帳
写

仲
原
善
秀
所
蔵
本
（
右
同
）
を
底
本
に
し
た
。

琉
球
大
学
附
属
図
膚
館
島
袋
源
七
文
庫
所
蔵
本
を
底
本
に
し
、
京
大
文
学
部
博
物
館
所
蔵
「
琉
球
資
料
」

号
、
補
填
し
た
。

30
御
棄

f
井
万
例
帳
沖
縄
県
立
芸
術
大
学
附
属
図
甚
・
芸
術
資
料
館
所
蔵
の
『
鎌
倉
芳
太
郎
ノ
ー
ト
』
を
底
本
に
し
た
。

31
瓦
奉
行
例
帳
沖
縄
県
立
芸
術
大
学
附
属
図
甚
・
芸
術
資
料
館
所
蔵
の
『
鎌
倉
芳
太
郎
ノ
ー
ト
』
を
底
本
に
し
た
。

32
冨
JII
視
方
八
直
山
島
船
手
座
例
帳

喜
舎
場
家
所
蔵
本
を
底
本
に
し
た
。

33
冨
川
視
方
八
屯
山
島
所
遣
座
例
帳

喜
舎
場
家
所
蔵
本
を
底
本
に
し
た
。

34
冨
川
親
方
八
重
山
島
仕
上
世
例
帳

料
舎
場
家
所
蔵
本
を
底
本
に
し
た
。

35
八
直
山
島
所
遣
座
加
治
例
帳
喜
舎
場
家
所
蔵
本
を
底
本
に
し
た
。

36
八
重
山
島
壺
瓦
方
例
帳

喜
舎
場
家
所
蔵
本
を
底
本
に
し
た
。

37
例
帳

喜
舎
場
家
所
蔵
本
を
底
本
に
し
た
。

38
冨
川
視
方
宮
古
島
仕
上
世
座
例
帳

39
宮
占
島
所
遣
座
例
帳
（
書
抜
）
戊
城
大
学
民
俗
学
研
究
所
所
蔵
本
を
底
本
に
し
た
。

沖
縄
県
立
芸
大
附
属
図
書
・
芸
術
資
料
館
所
蔵
の
『
鎌
倉
芳
太
郎
ノ
ー
ト
』
を
底
本
に
し
た
。

成
城
大
学
民
俗
学
研
究
所
所
蔵
本
を
底
本
に
し
た
。

40
宮
古
島
船
手
座
例
帳

41
宮
古
島
鍛
冶
例
帳

沖
縄
県
立
芸
術
大
学
附
属
図
書
・
芸
術
賓
料
館
所
蔵
の
『
鎌
倉
芳
太
郎
ノ
ー
ト
』
を
底
本
に
し
た
。

琉
球
大
学
附
属
図
菖
阻
所
蔵
本
を
底
本
に
し
た
。

42
久
米
具
志
川
闊
切
例
帳

（常

間

―
一
三
を
参

郎）


